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【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】環境都市工学設計製図
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・1 年次
【担当教員】

青井 透
宮里 直樹

【授業目標・教育方針】
・設計製図は、技術を伝える言葉のようなものである。
・まず文字・数字を表現する方法からはじめ、製図の役割と基本となる規約を理解する。
・次に写図を実習することにより、図面による表現法を履修するとともに、全体のスケジュールを考えながら、計画
的に仕事を遂行する能力を養う。

【授業概要】
・教科書を用いて、製図の役割と表現方法、製図に必要な用紙や道具類の使い方について理解する。
・次に、製図練習ノートを用いて、文字・数字や線の引き方、材料の表示法などを、実地に練習する。
・さらに後半では、「街路標準構造図」「下水管管渠取り付け断面図」をそれぞれ所定の日数で完成させ、内容の理解
と時間内にまとめる計画能力を養う。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：土木製図：藤野陽三他：実教出版
練習ノート：土木製図練習ノート：土木製図研究会：実教出版：4-407-30298-4

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
製図机と製図道具

【メッセージ】
技術者のスタートは、図面が書けて読めること。それと誰がみても間違いの無い文字が書けることです。繰り返しの
練習が必要です。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%，その他：・前半は、教室における講義については、中間試験で評価　50%,
練習ノートを中間試験時に提出して、内容で評価　50%　・後半は、製図室での製図なので、二枚の製図提出品で評
価。前半・後半の評価を平均して総合評価

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
○ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【授業計画】（授業名：環境都市工学設計製図）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ガイダンス 講義の目的・概要及び学業評価について説明する。
第 2 回 製図の基礎 JIS 規格、用紙、道具、製図板の説明    練習ノート　

英語、数字、漢字の練習
第 3 回 練習ノート 線、文字、投影図 ( 一角法と三角法の説明 )

第 4 回 線の種類、線の接続、文字の大
きさ、種類など

練習ノート　線、直線のつなぎ方、円弧の練習

第 5 回 ( 展開図、土木製図の規約、材料
の表示、寸法線

練習ノート　円と接線、カタカナ、ひらがな

第 6 回 寸法線の入れ方、等間隔の表示、
鋼材の表示方法

練習ノート　数字、漢字、材料と等高線

第 7 回 溶接記号、鉄筋の寸法記入 練習ノート　寸法線、一角法、レール
第 8 回 中間試験 ( 筆記 ) 練習ノートの提出 -> 評

価
第 9 回 街路標準構造図 製図室で実施、1 回
第 10 回  ( 青井） 街路標準構造図 製図室で実施、2 回
第 11 回  ( 青井） 街路標準構造図 製図室で実施、3 回
第 12 回  ( 青井） 街路標準構造図 製図室で実施、4 回、 完成図を授業終了時提

出
第 13 回（青井） 下水道管管渠取り付け断面図 製図室で実施、1 回
第 14 回 　( 青井） 下水道管管渠取り付け断面図 製図室で実施、2 回
第 15 回　( 青井） 下水道管管渠取り付け断面図 製図室で実施、3 回、 完成図を授業終了時提

出
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